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■MEDICAL SCIENCE REVIEW 

 

腸内細菌フローラと健康管理 

●総論 腸内細菌フローラと疾病対策・健康管理―基礎から最新知見・ 

臨床応用まで― 

      国際医療福祉大学 医学部 感染症学講座 代表教授            松本哲哉 

 

●各論１ 腸内細菌代謝物と肥満・糖尿病予防 

～短鎖脂肪酸から菌体外多糖まで～ 

      東京農工大学 大学院農学研究院 応用生命化学部門 食品機能学研究室 

                                                         井岡奈音 

                                                         Ama Senavirathna 

准教授                                                   宮本潤基 

 

●各論２ 腸―脳連関と腸内細菌～多発性硬化症における最新知見 

群馬大学 生体調節研究所 粘膜エコシステム制御分野 

准教授                                          宮内栄治 

 

●トピックス 宿主免疫系・代謝系に影響する腸内細菌 

慶應義塾大学 医学部 微生物学・免疫学教室 准教授、                  

理化学研究所 生命医科学研究センター 消化管恒常性研究チーム  田之上大 

 

腸内細菌は消化管内に常在する微生物群であり、それらを総称して腸内細菌叢、腸内フローラ、

またはマイクロバイオータ（microbiota）と呼んでいます。ヒトの腸内には100兆個以上、1,000種類

以上の細菌が生息し、宿主と複雑な共生関係を構築しています。 

 近年、次世代シーケンサー（NGS）を含む各種解析技術の発展により、腸内細菌叢が消化器疾

患のみならず、代謝性疾患、免疫疾患、心血管疾患、さらには精神神経疾患にまで関与すること

が次々と明らかになってきました。これにより腸内細菌叢を標的とした疾病予防・治療への応用

研究が世界的に加速しています。 

わが国においても、さまざまな研究が盛んに行われており、これまで以上に腸内細菌叢が注

目されるようになってきました。 

 そこで、今号の特集では「腸内細菌フローラと健康管理」というテーマのもと、総論は「腸内細菌

フローラと疾病対策・健康管理―基礎から最新知見・臨床応用まで―」、各論 1 は「腸内細菌代謝

物と肥満・糖尿病予防～短鎖脂肪酸から菌体外多糖まで～」、各論 2 は「腸―脳連関と腸内細菌

～多発性硬化症における最新知見」、さらにトピックスとして「宿主免疫系・代謝系に影響する腸内

細菌」というタイトルで、各領域のエキスパートに最新の知見・情報を執筆していただきました。 

 


